
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植物の驚異の適応能力 
～ 葉の空腹を根に伝えるホルモンを発見！ ～ 

 

 
  

名古屋大学大学院理学研究科生命理学専攻の 松林 嘉克 教授と 太田 崚友 大学院

生らの研究グループは、植物の土壌中の根における窒素栄養吸収を地上部の窒素需

要に応じて葉から遠距離調節するホルモンを発見しました。 

根から吸収される窒素は植物の成長に最も重要な栄養素のひとつであり、葉で光

合成のエネルギーを使ってアミノ酸やタンパク質へと変換されます。この過程には、

窒素を消費する地上部（葉）と土壌から吸収する地下部（根）の間で、窒素の需要

と供給のバランスが保たれています。すなわち、地上部が成長する時期には、窒素

きないことが明らかとなりました。この結果は、刻々と変動する栄養環境への植物

の適応のしくみを理解する上で重要な手がかりとなり、今後の農業分野への応用に

期待されます。 

この成果は、令和2年1月31日（金）付け





（図 2）。このことは CEPDL2 が葉から根へ長距離移行して情報を伝えるホルモンであ

ることを示しています。この CEPDL2 こそが、窒素を消費する地上部（葉）と土壌か

ら吸収する地下部（根）の間で、窒素の需要と供給のバランスを保っているシグナル

なのです。 

 CEPDL2 遺伝子を壊した植物体を作製したところ、地上部の窒素需要が高まる生育

後期に葉が小さくなって、正常に生育できないことが明らかとなりました（図 3）。 
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 植物は動物のように動き回ることはでき

ませんが、変動する自然環境に巧みに適応

するしくみを持っています。今回のダイナ

ミックなシグナル経路の発見は、動き回ら

ず一見静的に見える植物における環境適応

能力の驚くべき巧みさや賢さの一端を示し

ています。窒素は、その供給が植物の生育

や収量に大きく影響します。そのため、農

業の現場では、しばしば過剰な窒素肥料の

投与が行なわれ、環境問題や食料価格の高騰などの原因となっています。今回発見さ

れたシグナル経路は、植物の窒素取り込み制御の根幹に関わるしくみと考えられます。

このシグナル経路を強化することで、より効率よく窒素栄養を取り込み、最小限の肥

料で生育できる作物の作出が可能になるかもしれません。また、根における硝酸イオ

ンの取り込み効率の調節が、地上部から制御されているという事実は、例えば、葉に

かけるだけで根での硝酸イオンの取り込みを促進するような薬剤の開発が原理的に可

能であることを示しており、植物成長の化学制御にも新しい概念をもたらすものです。 
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1= �e �± �– �º �Ý>8 Shoot-to-root mobile CEPD-like 2 integrates shoot nitrogen status to 

systemically regulate nitrate uptake in Arabidopsis 

（葉から根へ移行する CEPD-like 2 ペプチドが地上部の窒素状況を統御し根の硝酸

吸収を制御する） 

--*…：Ryosuke Ota, Yuri Ohkubo, Yasuko Yamashita, Mari Ogawa-Ohnishi and Yoshikatsu 

Matsubayashi*  

太田崚友、大久保祐里、山下恭子、小川-大西真理、松林嘉克 

DOI：10.1038/s41467-020-14440-8 

 

��%Ê'22��� 本研究は、科研費による支援を受けました。 

科研費種別：基盤研究（S） 

課題名：ペプチドシグナルを介した植物成長の分子機構 

研究代表者：松林嘉克 



課題番号：18H05274 

科研費種別：新学術領域研究「植物の成長可塑性を支える環境認識と記憶の自律分散

型統御システム」 

課題名：長距離シグナリングを介した変動環境への適応機構 

研究代表者：松林嘉克 

課題番号：15H05957 


